
吉
田
議
員

生
活
保
護
は
病
気
や
事

故
、
そ
の
他
の
事
情
で
生

活
が
苦
し
く
な
っ
た
と
き

憲
法
25
条
に
基
づ
い
た
国

民
の
生
存
権
を
保
証
す
る

「
最
後
の
セ
ー
フ
ネ
ッ
ト
」

で
あ
る
。
こ
の
制
度
に
松

井
市
長
は
ど
の
よ
う
な
見

解
を
も
っ
て
い
る
の
か
。

松
井
市
長

憲
法
で
保
障
さ
れ
た
生

存
権
を
守
っ
て
い
く
た
め

の
最
後
の
セ
ー
フ
ネ
ッ
ト

で
あ
り
、
市
民
に
と
っ
て

非
常
に
大
事
な
制
度
で
あ

る
と
考
え
て
い
る

吉
田
議
員

「
生
活
保
護
の
し
お
り
」

の
目
的
欄
に
、
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
度
の
生
活

を
営
む
権
利
を
有
す
る
と

あ
る
が
、
さ
ら
に
憲
法
25

条
に
規
定
さ
れ
た
権
利
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
記

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。「

し
お
り
」
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
書

類
が
必
要
と
の
誤
解
を
与

え
る
内
容
や
、
別
紙
説
明

事
項
に
「
葬
祭
費
用
は
親

族
の
方
が
捻
出
し
て
く
だ

さ
い
」
の
誤
り
も
あ
る
。

村
嶋
福
祉
保
健
部
長

生
活
保
護
の
し
お
り
及

び
別
紙
の
説
明
事
項
に
つ

い
て
は
、
毎
年
改
善
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。
引
き
続

き
、
他
市
の
「
し
お
り
」

も
参
考
に
す
る
な
ど
、
内

容
や
表
現
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

吉
田
議
員

去
る
11
月
に
開
催
さ
れ

た
奈
良
県
広
域
水
道
企
業

団
準
備
設
立
協
議
会
に
お

い
て
、
「
基
本
協
定
案
」

と
「
基
本
計
画
案
」
が

示
さ
れ
た
が
、
法
定
協
議

会
設
置
議
案
の
議
決
は
ど

の
時
点
で
お
こ
な
う
の
か
。

市
民
へ
の
情
報
の
周
知

に
つ
い
て
は
い
つ
お
こ
な

う
の
か
。

県
域
水
道
が
一
体
化
さ

れ
れ
ば
桜
井
市
の
自
己
水

が
廃
止
さ
れ
る
が
、
ど
の

段
階
で
廃
止
を
さ
れ
る
の

か
。

松
井
市
長

法
定
協
議
会
設
置
議
案

の
議
決
時
期
は
、
来
年
の

３
月
議
会
を
予
定
し
て
い

る
。
市
民
へ
の
情
報
の
周

知
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
集
会
形
式
で
は

な
く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
誌
に
よ
る
情
報
に
加

え
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
お
こ
な
う
予
定
で
あ

る
。
市
の
自
己
水
は
、
令

和
９
年
度
中
に
廃
止
の
予

定
で
あ
る
が
、
具
体
的
な

時
期
は
令
和
５
年
度
中
に

策
定
さ
れ
る
企
業
団
設
立

後
の
計
画
に
明
記
さ
れ
る
。

吉
田
議
員

桜
井
市
の
配
水
管
路
更

新
計
画
で
は
、
管
路
の
長

さ
が
約
343
万
3
千
㍍
、
更

新
の
最
終
年
度
は
105
年
後

の
２
１
２
１
年
と
な
っ
て

い
る
。
管
路
の
更
新
に
つ

い
て
は
、
企
業
団
の
設
立

ま
で
は
市
の
水
道
事
業
の

中
で
お
こ
な
う
の
か
、
ま

た
、
企
業
団
設
立
後
は
、

更
新
計
画
ど
お
り
引
き
つ

が
れ
て
い
く
の
か
。

村
上
上
下
水
道
部
長

企
業
団
設
立
ま
で
は
桜

井
市
で
お
こ
な
う
。
企
業

団
設
立
後
は
、
各
構
成
団

体
の
水
道
事
業
は
集
約
さ

れ
る
が
、
市
の
管
路
更
新

計
画
は
企
業
団
に
引
き
継

が
れ
る
こ
と
に
な
る
。

吉
田
議
員

水
道
職
員
は
水
道
法
の

１
条
に
あ
る
よ
う
に
、
安

全
、
安
心
、
低
廉
な
水
道

水
を
市
民
に
使
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
先
人
が
守
り

続
け
て
き
た
財
産
を
さ
ら

に
守
り
続
け
る
使
命
を
背

負
っ
て
日
々
業
務
に
当
た
っ

て
い
る
。

（
裏
に
続
く
）
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ご
あ
い
さ
つ

コ
ロ
ナ
危
機
が
日
本
で
本

格
化
し
て
、
３
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
格
差
と
貧
困
が
深
刻

化
す
る
な
か
、
今
年
も
み
な

さ
ん
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
、
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

12
月
7
日
か
ら
26
日
ま
で

の
12
月
定
例
議
会
で
は
、
一

般
質
問
で
、
生
活
保
護
と
県

域
水
道
一
体
化
に
つ
い
て
松

井
市
長
に
質
し
ま
し
た
。

た
だ

「
生
活
保
護
の
し
お
り
」
に

憲
法
25
条
を
銘
記
す
べ
き

心

の

こ

も

っ

た

保

護

の

実

施

と

自

立

支

援

お

こ

な

う

生活保護受給は憲法で保障された生存
権を守る「最後のセーフネット」

現
在
の
不
十
分
な
情
報

提
供
で
は
賛
同
で
き
な
い

内
容
、
表
現
に
つ

い
て
検
討
す
る

厚
労
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
「
生
活
保
護
の
申
請
は

国
民
の
権
利
で
す
。
生
活
保

護
を
必
要
と
す
る
可
能
性
は
、

ど
な
た
に
も
あ
る
も
の
で
す

の
で
、
た
め
ら
わ
ず
に
ご
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
書

い
て
い
ま
す
。

議
案
の
議
決
は
い
つ
行
う
の
か

市
民
へ
の
周
知
は
い
つ
行
う
の
か

桜
井
市
の
自
己
水
は
ど
う
な
る
？

配
水
管
の
更
新

は
ど
う
な
っ
て

い
く
の
か

廃止が予定されている外山浄水場

議
会
の
意
見
、

市
民
の
要
望
が

届
く
の
か



（
表
か
ら
の
つ
づ
き
）

水
道
事
業
統
合
後
は
、
各

市
町
村
の
裁
量
で
お
こ
な

わ
れ
て
き
た
水
道
料
金
の

改
定
や
設
備
の
更
新
計
画

も
企
業
団
が
決
め
る
こ
と

に
な
り
、
自
治
体
の
議
会

で
の
意
見
や
要
望
、
市
民

の
声
が
届
き
に
く
く
な
る
。

ま
た
、
基
本
計
画
案
に

は
水
害
や
地
震
な
ど
の
大

災
害
や
事
故
に
対
応
し
た

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
に
つ

い
て
も
具
体
的
な
整
備
方

針
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

一
体
化
に
つ
い
て
現
時

点
で
市
民
へ
の
十
分
な
情

報
の
提
供
が
さ
れ
た
と
は

言
え
ず
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
も
明
ら
か
に
し

な
い
ま
ま
、
す
す
め
る
こ

と
に
つ
い
て
は
賛
同
で
き

な
い
。

松
井
市
長

企
業
団
の
運
営
に
つ
い

て
は
、
各
団
体
の
市
長
村

長
で
構
成
す
る
運
営
協
議

会
と
、
各
団
体
の
議
員
で

構
成
す
る
企
業
団
議
会
が

形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
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吉
田
議
員

来
年
度
か
ら
桜
井
市
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
業

務
を
、
指
定
管
理
か
ら
市

の
文
化
財
課
に
一
本
化
す

る
条
例
が
出
さ
れ
て
い
る

が
入
館
者
が
年
々
減
っ
て

い
る
。
そ
の
原
因
に
つ
い

て
聞
き

た
い
。

橋
本
文
化
財
課
長

大
型
建
物
が
発
見
さ
れ

た
こ
ろ
が
入
館
者
の
ピ
ー

ク
で
あ
っ
た
。
文
化
財
の

行
政
を
一
本
化
す
る
中
で
、

展
覧
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
内

容
を
魅
力
あ
る
も
の
に
し

て
、
遠
方
か
ら
も
見
学
者

が
来
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
。

吉
田
議
員

体
験
学
習
や
交
流
拠
点

と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
、

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
設
置

を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
。

橋
本
文
化
財
課
長

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
に
つ

い
て
、
地
域
の
中
で
の
交

流
、
世
代
間
で
の
交
流
を

促
進
し
た
り
、
外
か
ら
の

誘
客
を
促
す
と
い
う
意
味

で
は
、
非
常
に
効
果
的
と

考
え
て
い
る
。

来
年
度
に
ガ
イ
ダ
ン
ス

施
設
の
整
備
基
本
計
画
の

予
算
を
上
げ
る

予
定
と
な
っ
て

い
る
。

埋蔵文化財センター

のガイダンス施設の

整備計画予算化へ

引
き
続
き

市

民

ア
ン

ケ
ー
ト
を

行
っ
て

い

ま
す
。
た
く

さ
ん
の
ご
返
送
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

右
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス

マ
ホ
な
ど
で
読
み
取
り
、

Web

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答

え
下
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の

返
信
も
歓
迎
し
ま
す
。

吉
田
議
員

子
ど
も
の
医
療
費
の
助

成
に
に
つ
い
て
来
年
４
月

１
日
診
療
分
よ
り
対
象
年

齢
を
15
歳
か
ら
18
歳
ま
で

引
き
上
げ
ら
れ

た
こ
と
は
、
子

を
持
つ
親
の
悲

願
で
も
あ
っ
た
。

子
育
て
支
援
策

と
し
も
重
要
な

施
策
と
考
え
る

が
。

井
上
市
民
生
活

部
長子

ど
も
の
健

康
の
保
持
を
は

か
る
う
え
で
、
重
要
な
施

策
と
考
え
る
。

吉
田
議
員

し
か
し
、
か
か
っ
た
医

療
費
は
、
一
旦
窓
口
で
の

支
払
い
（
自
動
償
還
払
い
）

と
な
っ
て
い
る
。
来
年
度

か
ら
奈
良
県
の
政
策
と
し

て
、
高
校
生
も
含
め
て
窓

口
負
担
な
し
の
現
物
給
付

に
切
り
替
え
た
ら
ど
う
か
。

一
部
負
担
金
も
な
く
し
て

は
ど
う
か
。

国
に
は
子
ど
も
医
療
費

の
助
成
制
度
は
な
い
。
奈

良
県
市
長
会
と
し
て
要
望

を
お
こ
な
っ
て
は
ど
う
か
。

井
上
市
民
生
活
部
長

奈
良
県
市
長
会
か
ら
、

国
に
働
き
か
け
て
い
き
た

い
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

15
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
上
げ
へ

対象年齢を18歳（以上）とする近隣の市町村

３月議会で議決予定

奈良も
前進

埋蔵文化財セン
ターＨＰより

メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
を
明

確
に
す
べ
き

議
案
審
議

文
教
厚
生
委
員
会
で

の
審
議
（
概
要
）

2020年より実施 大和高田市、広陵町

2022年12月議会

で条例改正した

近隣市町村

桜井市、宇陀市、

天理市、香芝市、

橿原市、田原本町、

明日香村

山添村は20歳まで

無料

県内37市町村で拡充の

動きがあります

展示室内の写真

５年ごとに水道料金は
上がり続けます


